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左から、植田晃雄様、田井 愃様、五十嵐 昇様、瀧澤義一様
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第11回 釧路丹頂農業協同組合通常総会

表彰に伴い挨拶する植田晃雄元組合長

（左）對木隆司議長（右）松井俊治副議長

五
月
十
六
日
㈫
、
鶴
居
村
総
合
セ
ン

タ
ー
で
、
第
十
一
回
通
常
総
会
が
開
会

さ
れ
ま
し
た
。

開
会
前
、
合
併
十
周
年
に
係
る
功
労

者
表
彰
式
が
行
な
わ
れ
、
元
四
Ｊ
Ａ
の

組
合
長
、
植
田
晃
雄
様
、
田
井
愃
様
、

五
十
嵐
昇
様
、瀧
澤
義
一
様
へ
功
績
を

称
え
感
謝
状
を
贈
呈
致
し
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
綱
領
を
出
席
者
全
員
で
斉
唱
し
、

武
藤
組
合
長
か
ら
開
会
の
挨
拶
が
あ
り

ま
し
た
。
又
、
御
来
賓
の
皆
様
を
代
表

し
、
白
糠
町
副
町
長
木
村
政
勝
様
、

Ｊ
Ａ
北
海
道
中
央
会
根
釧
支
所
長
平

田
靖
様
か
ら
御
挨
拶
を
頂
き
ま
し
た
。

総
会
の
定
足
数
は
、
正
組
合
員
総
数

３６８
名
に
対
し
、
出
席
組
合
員
数
３１９
名 

︵
本
人
出
席
69
名
、
代
理
人
出
席
5
名
、

書
面
議
決
２４５
名
︶
に
よ
り
総
会
は
成
立

し
、
議
長
に
白
糠
地
区
・
對
木
隆
司
氏
、

副
議
長
に
幌
呂
地
区
・
松
井
俊
治
氏
が

選
出
さ
れ
、
議
事
を
進
行
し
ま
し
た
。

議
案
第
一
号　

新
規
就
農
・
担
い
手

対
策
サ
ポ
ー
ト
事
業
積
立
金
︵
定
款
第

65
条
に
定
め
る
目
的
積
立
金
︶
の
設
定

に
つ
い
て
か
ら
議
案
第
十
一
号
迄
、
及

び
報
告
事
項
、
特
別
決
議
︵
成
田
洋
子

女
性
部
長
が
説
明
︶
に
つ
い
て
順
次
上

程
さ
れ
、
質
疑
応
答
後
、
議
案
は
全
件

決
議
さ
れ
ま
し
た
。
総
会
に
御
出
席
頂

き
ま
し
た
御
来
賓
の
皆
様
方
、
組
合
員

の
皆
様
方
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
る
と

と
も
に
、
今
後
も
当
Ｊ
Ａ
事
業
運
営
に

対
し
、
よ
り
一
層
の
御
協
力
を
賜
り
た

く
、
宜
し
く
御
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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白糠町副町長
木村 政勝 様

中央会根釧支所長
平田 靖 様



　

第
十
一
回
通
常
総
会
の
開
会
に

あ
た
り
、
一
言
御
挨
拶
申
し
上
げ

ま
す
。

　

総
会
開
会
前
に
感
謝
状
を
贈
呈

さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
植
田
様
、
田

井
様
、
五
十
嵐
様
、
瀧
澤
様
に
は
、

そ
の
先
頭
に
立
ち
多
く
の
困
難
を

乗
り
越
え
、
釧
路
丹
頂
農
協
の
礎

を
築
い
て
頂
き
、
こ
れ
ま
で
の
御

功
績
に
対
し
改
め
て
感
謝
と
御
礼

を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
成
二
十
八
年
は
、
天
候
不
順

と
規
制
改
革
推
進
会
議
か
ら
現
場

の
声
を
無
視
し
た
提
言
に
振
り
回

さ
れ
た
一
年
で
し
た
。

　

一
番
草
、
二
番
草
収
穫
時
期
の

長
雨
、
更
に
は
八
月
下
旬
か
ら
九

月
に
か
け
襲
来
し
た
四
つ
の
台
風

に
よ
り
、
各
地
区
の
牛
舎
施
設
等

が
甚
大
な
被
害
を
被
っ
た
他
、
長

時
間
に
亘
る
停
電
で
約
１
０
０
ト

ン
の
生
乳
廃
棄
に
至
り
ま
し
た
。

ま
た
、
乳
房
炎
等
の
疾
病
に
よ
り

生
乳
生
産
が
激
減
し
、
今
な
お
、

そ
の
影
響
を
引
き
ず
る
に
至
っ
て

お
り
ま
す
。

　

農
協
と
し
て
そ
の
経
済
的
影
響

を
最
小
限
に
止
め
る
べ
く
、
期
中

に
購
買
事
業
の
手
数
料
引
き
下
げ

等
を
含
め
３
，
２
０
０
万
円
余
り

の
緊
急
対
策
を
講
じ
さ
せ
て
頂
き

ま
し
た
。
復
旧
に
あ
た
り
早
速
、

ホ
ク
レ
ン
副
会
長
で
あ
り
ま
す
瀧

澤
会
長
を
中
心
に
Ｊ
Ａ
中
央
会
、

道
連
合
会
よ
り
現
地
調
査
を
頂
き
、

復
旧
に
向
け
御
支
援
・
御
協
力
を

頂
き
ま
し
た
事
、
更
に
は
三
行
政

を
は
じ
め
、
共
済
連
に
は
共
済
金

の
支
払
い
、
ま
た
、
信
連
に
は
金

融
対
策
等
で
速
や
か
な
対
応
を
頂

い
た
他
、
ホ
ク
レ
ン
、
全
酪
連
か

ら
も
多
大
な
御
支
援
を
頂
き
ま
し

た
事
に
、
改
め
て
心
よ
り
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　

三
月
に
は
突
然
、
規
制
改
革
推

進
会
議
か
ら
、
生
乳
の
指
定
団
体

制
度
の
廃
止
、
或
い
は
ク
ミ
カ
ン

の
即
時
廃
止
、
更
に
は
信
用
事
業

の
譲
渡
と
い
う
組
合
員
に
と
っ
て

も
農
協
に
と
っ
て
も
そ
の
運
営
の

根
幹
を
揺
る
が
し
か
ね
な
い
事
項

が
提
言
さ
れ
ま
し
た
。
我
々
は
今

後
も
こ
れ
ら
提
言
に
対
し
、
し
っ

か
り
と
理
論
武
装
を
し
て
対
処
し
、

今
後
の
動
き
を
注
視
し
て
い
く
考

え
で
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
酪
農
基
盤
の
弱

体
化
に
歯
止
め
を
掛
け
る
べ
く
、

新
た
な
取
り
組
み
と
し
て

①
高
度
な
専
門
技
術
及
び
酪
農
家

の
養
成
確
保
に
資
す
る
事
を
目
的

に
、
日
本
獣
医
生
命
科
学
大
学
と

の
連
携

②
Ａ
コ
ー
プ
内
の
に
ぎ
わ
い
の
創

設
、
地
域
の
方
々
の
ふ
れ
あ
い
の

場
の
確
保
を
目
的
に
、
鶴
居
村
・

ホ
ク
レ
ン
に
御
支
援
頂
き
、「
ふ

れ
あ
い
サ
ロ
ン
〝
つ
る
り
ん
〟
」

の
開
設

③
生
乳
生
産
の
品
質
安
定
、
廃
棄

ロ
ス
の
削
減
に
よ
る
農
家
所
得
の

向
上
を
目
的
に
、「
乳
質
改
善
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
立
ち
上
げ
た
他
、

「
草
地
改
良
促
進
助
成
事
業
」 

「
搾
乳
素
牛
増
頭
対
策
事
業
」 

「
発
電
機
導
入
設
置
助
成
事
業
」

「
サ
ル
モ
ネ
ラ
症
・
マ
イ
コ
プ
ラ

ズ
マ
感
染
症
損
害
支
援
事
業
」
に

対
し
千
八
百
万
円
の
助
成
、
生
乳

生
産
基
盤
強
化
緊
急
対
策
事
業
に

よ
る
低
利
資
金
対
策
に
、
一
億
七

百
万
円
の
融
資
を
致
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
の
結
果
、

生
乳
生
産
は
諸
事
情
に
よ
り
前
年

第
十
一
回
通
常
総
会
挨
拶

代表理事組合長
武 藤 清 隆
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対
比
９
８
．
９
％
の
10
万
８
０
２

ト
ン
で
し
た
が
、
個
体
価
格
の
上

昇
等
に
よ
り
販
売
取
扱
高
は
、
過

去
最
高
の
百
十
九
億
円
余
り
と
な

り
、
ま
た
、
組
合
員
経
済
も
良
好

に
推
移
し
、
十
二
月
末
で
は
過
去

最
高
の
締
め
く
く
り
を
さ
せ
て
頂

き
ま
し
た
。
結
果
、
農
協
運
営
も

順
調
に
推
移
し
二
十
八
年
度
の
事

業
利
益
は
、
一
億
三
千
九
百
万
円

と
な
り
、
税
引
後
当
期
剰
余
金
は
、

一
億
六
千
三
百
万
円
を
計
上
す
る

事
が
出
来
ま
し
た
。
改
め
て
関
係

各
位
に
対
し
心
よ
り
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　

二
十
九
年
度
生
乳
生
産
は
前
年

対
比
１
０
０
．
４
％
の
10
万
１
，

１
０
０
ト
ン
の
目
標
で
ス
タ
ー
ト

致
し
ま
し
た
。
幸
い
こ
の
四
月
よ

り
関
係
者
の
努
力
が
実
を
結
び
、

プ
ー
ル
乳
価
が
昨
年
に
比
べ
2
円

85
銭
程
上
昇
し
、
こ
の
追
い
風
に

し
っ
か
り
帆
を
張
り
最
大
限
生
か

す
必
要
が
あ
り
ま
す
。
農
協
と
致

し
ま
し
て
も
、
こ
れ
ま
で
同
様
の

諸
対
策
に
加
え
、
昨
年
立
ち
上
げ

た
「
乳
質
改
善
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

を
活
用
し
、
品
質
の
安
定
・
廃
棄

ロ
ス
の
削
減
に
努
め
、
ま
た
増
産

意
欲
喚
起
を
促
す
為
の
対
策
に
四

千
万
円
、
更
に
要
望
が
強
か
っ
た

新
規
就
農
担
い
手
対
策
に
二
千
万

円
の
予
算
で
取
り
組
み
ま
す
。

　

新
し
い
取
り
組
み
を
具
体
化
実

現
す
る
為
、
そ
の
先
頭
に
立
つ
営

農
部
の
強
化
と
し
て
、
平
成
三
十

年
度
を
目
標
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
機
構
改
革
の
一
部
を
前
倒
し
し
、

六
月
一
日
を
以
っ
て
再
編
に
取
り

組
み
、
出
向
く
営
農
体
制
の
基
盤

作
り
を
図
り
ま
す
。
更
に
よ
り
高

い
技
術
の
提
供
を
図
る
べ
く
、
技

術
顧
問
の
招
へ
い
も
計
画
し
て
い

ま
す
。

　

今
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
発
効
が
不
透
明
に

な
り
、
日
米
二
国
間
協
議
或
い
は

日
欧
Ｅ
Ｐ
Ａ
が
取
り
沙
汰
さ
れ
る

中
、
農
協
と
し
て
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ

北
海
道
自
ら
の
「
改
革
プ
ラ
ン
」

並
び
に
「
Ｊ
Ａ
北
海
道
大
会
決
議

事
項
」
に
基
づ
き
、「
農
業
所
得

20
％
増
大
」「
新
た
な
担
い
手
の

倍
増
」「
道
民
と
食
と
農
で
つ
な

が
る
サ
ポ
ー
タ
ー
５
５
０
万
人
づ

く
り
」
に
鋭
意
に
取
り
組
み
、
着

実
な
自
己
改
革
を
目
指
し
ま
す
。

　

今
年
は
、地
域
農
業
振
興
計
画
・

Ｊ
Ａ
中
期
経
営
計
画
の
四
年
目
を

迎
え
、
計
画
と
の
整
合
性
を
問
わ

れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
引
き
続
き

当
組
合
の
経
営
理
念
を
柱
に
事
業

推
進
を
図
り
、
併
せ
て
組
合
員
や

地
域
住
民
の
期
待
と
信
頼
に
応
え

「
選
ば
れ
る
Ｊ
Ａ
」
目
指
し
て
、

合
併
後
十
一
年
目
に
な
る
こ
の
年

を
大
き
な
飛
躍
の
年
と
し
た
い
考

え
で
す
。

　

本
日
の
御
参
集
に
心
か
ら
感
謝

と
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

この特別決議は、満場一致で決議されました。

ＪＡ北海道大会決議事項の着実な実践に関する特別決議

ＪＡ女性部部長
成 田 洋 子 さん

　ＪＡグループ北海道は、農協改革について自ら行う自己改革を基本とす
る考え方に基づき、平成26年に定めた「ＪＡグループ北海道改革プラン」
を着実に進めるため、翌27年にＪＡ北海道大会を開催し、「農業所得20％
増大」「新規担い手の倍増」「サポーター550万人づくり」などのＪＡ北海
道大会決議事項の実践による自己改革を進めている。
　我々は、平成29年度における大会決議事項の実践にあたり、農協改革集
中推進期間の期限である平成31年度まで残り２ヶ年との危機感を共有し、
組合員・ＪＡ・連合会・中央会がそれぞれの役割を再確認したうえで、力
強い農業と豊かな魅力ある農村の実現を目指し、ＪＡグループ北海道が一
丸となり自己改革を着実に実践していく。
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本　　　所

白 糠 支 所
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4 平成29年度 春季地区別懇談会
～酪農経営の維持・発展へ向け、意見・要望等が出されました～

平
成
二
十
九
年
度
春
季
地
区

別
懇
談
会
が
、
四
月
二
十
五
～
二

十
六
日
の
２
日
間
、
二
地
区
︵
白

糠
・
鶴
居
︶
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

組
合
員
の
皆
様
方
に
は
、
時
期

的
に
農
作
業
等
で
大
変
お
忙
し

い
中
、
２
日
間
で
計
五
十
名
の

方
々
に
出
席
頂
き
ま
し
た
。

懇
談
事
項
と
し
て
、
最
近
の
酪

農
・
畜
産
情
勢
等
、
平
成
二
十
八

年
度
事
業
報
告
及
び
決
算
承
認
、

平
成
二
十
九
年
度
事
業
計
画
の

設
定
、
第
十
一
回
通
常
総
会
の
招

集
及
び
提
出
議
案
、
今
後
の
金
融

事
業
の
方
向
性
に
つ
い
て
等
の

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

出
席
し
た
組
合
員
の
皆
様
方

か
ら
は
、
今
後
の
酪
農
経
営
の
維

持
・
発
展
に
向
け
た
体
制
整
備
、
農
協
各

部
門
に
お
け
る
事
業
運
営
方
針
等
に
対
し
、

具
体
的
な
質
問
・
意
見
・
要
望
等
が
数
多

く
出
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
、
組
合
員
の
皆
様
方
か
ら

出
さ
れ
た
質
問
・
意
見
・
要
望
等

は
今
後
の
事
業
運
営
に
活
か
し
て

参
り
ま
す
。
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5釧路丹頂農協酪農振興会 通常総会

外国人技能実習生 受入対面式農 作 業 安 全 祈 願 祭

四
月
十
五
日
、
本
所
で
第
十

二
回
釧
路
丹
頂
農
協
酪
農
振
興

会
通
常
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。折

笠
文
則
会
長
は
、「
平
成

二
十
八
年
度
の
事
業
も
会
員
皆

様
の
御
協
力
に
よ
り
無
事
終
了

致
し
ま
し
た
。
去
年
は
、
度
重

な
る
天
候
不
順
等
の
影
響
に
よ

り
粗
飼
料
品
質
が
低
下
し
、
今

後
の
生
乳
生
産
量
の
落
ち
込
み

が
心
配
さ
れ
ま
す
。
今
後
は
、

乳
量
の
回
復
、
維
持
の
た
め
に

個
々
の
農
場
に
お
け
る
飼
養
管

理
の
徹
底
と
生
産
基
盤
の
充
実

を
図
っ
て
頂
き
た
い
。」
と
挨

拶
し
ま
し
た
。

議
長
は
、
白
糠
支
部
の
影
山 

純
さ
ん
が
務
め
、
平
成
二
十
八

年
度
事
業
報
告
並
び
に
収
支
決

算
、
平
成
二
十
九
年
度
事
業
計

画
他
、
全
議
案
承
認
さ
れ
ま
し

た
。

四
月
二
十
日
、
幌
呂
支

所
で
、
外
国
人
︵
フ
ィ
リ

ピ
ン
︶
技
能
実
習
生
受
入

対
面
式
が
行
な
わ
れ
ま
し

た
。
外
国
人
技
能
実
習
制

度
に
よ
る
こ
の
事
業
は
、

平
成
二
十
二
年
か
ら
今
回

で
七
回
目
と
な
り
、
受
け

入
れ
を
す
る
幌
呂
二
農
場
、

白
糠
一
農
場
の
代
表
者
が
、

五
名
の
実
習
生
と
対
面
し

ま
し
た
。

受
け
入
れ
農
場
及
び
実

習
生
に
は
、
有
意
義
な
実

習
期
間
と
な
り
ま
す
よ
う

心
か
ら
ご
期
待
致
し
て
お

り
ま
す
。

四
月
十
七
日
、
本
所
で

平
成
二
十
九
年
度
釧
路

丹
頂
農
協
農
作
業
安
全
祈

願
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

各
関
係
機
関
の
代
表
者

が
出
席
す
る
中
、
玉
串
奉

天
並
び
に
神
事
を
執
り
行

な
い
、
今
年
一
年
に
お
け

る
農
作
業
の
安
全
を
祈
願

し
ま
し
た
。
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6 第10回 鶴居スプリングショウ 開催
～共進会シーズンスタート!!～

四
月
二
十
八
日
、
鶴
居
村
家
畜

共
進
会
場
で
第
十
回
鶴
居
ス
プ
リ

ン
グ
シ
ョ
ウ
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

釧
路
丹
頂
農
協
乳
牛
改
良
同
志

会
鶴
居
支
部
主
催
で
、
鶴
居
・
幌

呂
か
ら
、
計
二
十
三
頭
の
乳
牛
が

出
陳
さ
れ
ま
し
た
。
審
査
員
は
柏

葉
俊
氏
︵
津
別
町
酪
農
家
︶
が

務
め
、
乳
用
牛
と
し
て
の
体
型
や

資
質
を
競
い
ま
し
た
。

審
査
の
結
果
、
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ

ン
ピ
オ
ン
に
鶴
居
、
（農）
清
和
農
場

の
出
品
牛
ス
プ
リ
ン
グ
セ
プ
テ

ン
ラ
バ
ン
ガ
ー
ド
︵
９
部
︶
が

選
ば
れ
ま
し
た
。
主
な
入
賞
牛
及

び
出
品
者
は
表
の
と
お
り
で
す
。

入　賞　牛　一　覧　表

グランドチャンピオン
スプリング　セプテン　ラバンガード (農) 清 和 農 場 鶴居

シニアチャンピオン
スプリング　セプテン　ラバンガード (農) 清 和 農 場 鶴居

ジュニアチャンピオン
TKS　マツカチエン　ブリス　オボン　ＥＴ 清　水　武　志 鶴居

部 結果 名　　　　　　　号 出�品�者 地区

１部
１位 TKS　ブラブラ　リング 清　水　武　志 鶴居
２位 パインヘイブン　ジヤスパー　ユニグツト　ナーヴア 松　井　俊　治 幌呂

２部
１位 TKS　マツカチエン　ブリス　オボン　ＥＴ 清　水　武　志 鶴居
２位 パインヘイブン　ミステイ　ＳＩＤ　ブローカー 松　井　俊　治 幌呂

３部
１位 TKS　アンセンビユー　ブロー　ジユンチユン　ＥＴ 清　水　武　志 鶴居
２位 ＭＳ　アールチエ　マツカチエン　ジヨー 松　下　雅　幸 鶴居

５部 １位 アワープライド　ドアマン　ブランキー　ＥＴ 植　田　紘　史 幌呂
６部 １位 ＳＰ　ルイスデール　チヤリー　アベイル　ＥＴ (農) 高 橋 農 場 鶴居
７部 １位 OP　エムビービー　ラブリー　カウ 植　田　紘　史 幌呂

８部
１位 ヘンドリカ　シエリル　ノーム (農) 清 和 農 場 鶴居
２位 TKS　ミル　チツプ 清　水　武　志 鶴居

９部
１位 スプリング　セプテン　ラバンガード (農) 清 和 農 場 鶴居
２位 ＳＰ　ルイスデール　リリー　サーマン　ＥＴ (農) 高 橋 農 場 鶴居

審査員：柏葉 俊 氏
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7第24回 釧路西部スプリングショウ 開催

四
月
二
十
二
日
、
白
糠
町
家
畜

共
進
会
場
で
、
第
二
十
四
回
釧

路
西
部
ス
プ
リ
ン
グ
シ
ョ
ウ
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

釧
路
丹
頂
農
協
乳
牛
改
良
同
志

会
西
部
支
部
主
催
で
、
音
別
・
白

糠
か
ら
、
計
三
十
二
頭
の
乳
牛
が

出
陳
さ
れ
、
審
査
員
は
木
本
洋
一

氏
︵
㈳
ジ
ェ
ネ
テ
ィ
ク
ス
北
海
道

道
北
事
業
所
︶
が
審
査
に
あ
た
り
、

デ
ー
リ
ィ
ク
イ
ー
ン
は
、
当
Ｊ
Ａ

の
山
本
彩
夏
職
員
が
務
め
ま
し
た
。

審
査
の
結
果
、
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ

ン
ピ
オ
ン
に
白
糠
、
林
稔
幸
さ

ん
の
出
品
牛
ウ
ツ
ズ
ス
タ
ー
エ

ン
ペ
ラ
ー
サ
ン
チ
エ
ス
レ
オ

︵
９
部
︶
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

主
な
入
賞
牛
及
び
出
品
者
は
表

の
と
お
り
で
す
。

入　賞　牛　一　覧　表

グランドチャンピオン
ウツズスター　エンペラー　サンチエス　レオ 林　　　稔　幸 白糠

リザーブグランドチャンピオン
ウツズスター　マセスドラ　グツド　タイム 林　　　稔　幸 白糠

ジュニアチャンピオン
ＨＳＹ　アレキ　エンジエル　ユニ　ＥＴ 細　谷　亮　太 白糠

リザーブジュニアチャンピオン
ＢＳ　マツク　サンハイ　マツカ (株)大坂ファーム 音別

部 結果 名　　　　　　　号 出　品　者 地区

１部
１位 ＢＳ　マツク　サンハイ　マツカ (株)大坂ファーム 音別
２位 ＶＳツリー　ストリーム　ダーハム 對　木　賢　雅 白糠

２部
１位 ＨＳＹ　アレキ　エンジエル　ユニ　ＥＴ 細　谷　亮　太 白糠
２位 ウツズスター　ジユデイ　シユリツプ　タラ 林　　　稔　幸 白糠

３部
１位 フオグランド　インプレツシヨン　ナナ 五十嵐　大　地 白糠
２位 フオグランド　サーベージ　アフターシヨツク　エアー 五十嵐　大　地 白糠

４部
１位 ＫＷＦ　アイデアル　アツトウツド　ブルツクリン (株)敬和ファーム 音別
２位 ヘイチヤン　スターブライト　クインガール　ＥＴ (合)伊深ファーム 白糠

５部
１位 ＶＳツリー　フアイナル　アツトウツド 對　木　賢　雅 白糠
２位 フユーチヤーツリー　ブローカウ　タラ　 對　木　隆　司 白糠

６部
１位 ＢＳ　リー　プレジヤー (株)大坂ファーム 音別
２位 ＶＳツリー　マツクス　ダーハム 對　木　賢　雅 白糠

７部
１位 ウツズスター　マセスドラ　グツド　タイム 林　　　稔　幸 白糠
２位 アドミラル　モスエース　マルシエ 松　田　浩　二 白糠

８部
１位 ヘイチヤン　ブラクストン　ベル (合)伊深ファーム 白糠
２位 ＫＷＦ　ストーム　ヘズダ　デイリス (株)敬和ファーム 音別

９部
１位 ウツズスター　エンペラー　サンチエス　レオ 林　　　稔　幸 白糠
２位 ＫＷＦ・エレガンス・アドベント・イライシヤ (株)敬和ファーム 音別

審査員：木本 洋一 氏



8

8
Ｊ
Ａ
北
海
道
信
連

平
成
20
年
度
か
ら
、
食
と
農
業

へ
の
理
解
を
深
め
る
き
っ
か
け
と

な
る
こ
と
を
願
い
、
Ｊ
Ａ
を
通
じ
て
食
と
農
の

つ
な
が
り
を
解
説
し
た
教
材
本
と
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
道

内
の
小
学
校
へ
贈
呈
し
て
い
ま
す
。
平
成
24
年

度
か
ら
は
特
別
支
援
学
校
も
対
象
と
し
、
今
年

度
は
全
道
１
，
０
８
６
校
に
贈
呈
し
ま
す
。

本
会
か
ら
北
海
道
教
育
委
員

会
に
対
し
教
材
の
贈
呈
を
行
い
、

教
材
活
用
の
協
力
を
要
請
し
て

お
り
ま
す
。

教
育
委
員
会
へ
の
贈
呈
式
↓

ホ
ク
レ
ン

ホ
ク
レ
ン
女
子
陸

上
競
技
部
は
今
年
度

の
新
体
制
に
つ
い
て
記
者
発
表
を

行
い
ま
し
た
。
足
寄
町
出
身
の
清

水
美
穂
選
手
を
主
将
に
内
山
千
夏
、
加
藤
凪
紗
、

河
辺
友
依
の
新
人
３
選
手
を
加
え
た
11
名
で
全

日
本
実
業
団
女
子
駅
伝
や
個
人
種
目
で
の
目
標

達
成
に
挑
み
ま
す
。
今
年
は
同
部
発
足
30
周
年
。

清
水
主
将
は
「
30
周
年
に
ふ
さ
わ
し
い
結
果
を

出
せ
る
よ
う
チ
ー
ム
全
体
で
取
り
組
み
た
い
。

個
人
で
は
マ
ラ
ソ
ン
で
日
本
代
表
と
な
れ
る
よ

う
頑
張
り
た
い
」
と
抱
負
を
語
り
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
共
済
連
北
海
道

農
産
物
輸
出
を
行
う
組
合
員
や

Ｊ
Ａ
へ
の
保
障
強
化
の
観
点
か
ら

日
本
貿
易
保
険
と
業
務
委
託
契
約
を
締
結
し
ま

し
た
。
取
引
先
の
財
務
状
況
悪
化
等
で
代
金
回

収
不
可
能
と
な
っ
た
場
合
の
損
害
を
保
障
す
る

「
貿
易
保
険
」
の
保
険
料
が
10
％
引
き
で
提
供

可
能
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
農
薬
散
布
用
ド
ロ

ー
ン
本
体
の
損
害
と
接
触
事
故
に
よ
る
損
害
賠

償
の
保
障
「
ド
ロ
ー
ン
総
合
保
険
」
を
共
同
開

発
。
４
月
よ
り
共
栄
火
災
で
引
き
受
け
を
開
始

し
て
い
ま
す
。
今
後
も
組
合
員
や
Ｊ
Ａ
の
負
託

に
応
え
る
保
障
提
供
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

Ｊ
Ａ
北
海
道
厚
生
連

組
合
員
な
ら
び
に
地
域
住
民
の

皆
様
の
生
命
と
健
康
を
守
る
た
め
、

本
会
事
業
の
積
極
的
な
啓
蒙
推
進
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
広
報
誌
「
す
ま
い
る
」
を
発

行
し
て
お
り
ま
す
。
年
３

回
発
行
し
て
お
り
、
様
々

な
医
療
・
健
康
情
報
を
発

信
し
て
お
り
ま
す
。
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
も
バ
ッ
ク
ナ

ン
バ
ー
を
掲
載
し
て
お
り

ま
す
の
で
、
是
非
ご
一
読

く
だ
さ
い
。

Ｊ
Ａ
北
海
道
中
央
会

本
会
北
見
支
所
が
企
画
し
、
オ

ホ
ー
ツ
ク
地
区
の
Ｊ
Ａ
広
報
誌
で

連
載
し
て
い
る
「
今
こ
そ
！
Ｊ
Ａ
～
そ
の
意
義

と
役
割
～
」
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
を
巡
る
報
道

が
多
く
さ
れ
る
中
、
改
め
て
私

た
ち
農
業
協
同
組
合
が
果
た
す

意
義
と
役
割
を
再
認
識
す
る
た

め
作
成
し
ま
し
た
。「
協
同
と

は
」「
日
本
の
農
協
は
な
ぜ
出
来
た
か
」
な
ど
を

テ
ー
マ
と
し
た
、
全
12
回
の
連
載
で
す
。
連
載

を
通
じ
て
、
組
合
員
だ
け
で
な
く
Ｊ
Ａ
広
報
誌

を
購
読
し
て
い
る
地
域
の
皆
さ
ん
に
も
、
私
た

ち
の
成
り
立
ち
や
活
動
内
容
を
知
っ
て
も
ら
い
、

共
感
し
て
頂
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
連
合
会
・
中
央
会
の
活
動

内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

Ｊ
Ａ
北
海
道
大
会
決
議
事
項
の
実
践
や
そ
の

時
々
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
な
ど
、
組
合
員
の
皆
様
に

定
期
的
に
お
伝
え
し
ま
す
。

各
団
体
の
詳
し
い
取
り
組
み
内
容
は
Ｗ
Ｅ
Ｂ

サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
通
信
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9簡
易
更
新
で
草
地
を

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
よ
う
！

草
地
の
植
生
悪
化
は
、
牧
草
の
栄

養
価
や
嗜
好
性
の
低
下
を
招
く
原
因

に
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
完
全

更
新
は
、
費
用
と
時
間
が
か
か
る
こ

と
が
課
題
で
す
。

そ
こ
で
、
比
較
的
取
り
組
み
や
す

い
簡
易
更
新
に
つ
い
て
作
溝
法
、
表

層
撹
拌
法
の
事
例
を
紹
介
を
し
ま
す
。

1　
作
溝
法

専
用
の
播
種
機
︵
写
真
１
︶
な
ど

で
、
溝
を
切
る
方
法
で
す
。
比
較
的

手
軽
で
、
ト
ラ
ク
タ
と
播
種
機
が
あ

れ
ば
施
工
で
き
ま
す
。
近
年
は
雑
草

が
侵
入
し
た
草
地
へ
ペ
レ
ニ
ア
ル
ラ

イ
グ
ラ
ス
な
ど
を
追
播
す
る
取
り
組

み
事
例
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。

①
播
種
時
期

早
春
、
一
番
草
・
二
番
草
収
穫
後
、

ま
た
は
初
冬
期
︵
フ
ロ
ス
ト
シ
ー
デ

ィ
ン
グ
︶
な
ど
干
ば
つ
時
以
外
で
あ

れ
ば
施
工
可
能
で
す
。

②
播
種
量

通
常
の
更
新
と
同
量
の
十
ア
ー
ル

当
た
り
二
～
二
．
五
㎏
程
度
で
播
種

し
ま
す
。
発
芽
後
の
状
況
は
、
プ
ラ

ウ
耕
の
約
半
数
の
発
芽
個
体
数
が
確

保
さ
れ
ま
す
。︵
表
１
︶

③
発
芽
後
の
特
徴

草
種
に
よ
っ

て
は
発
芽
後
の

定
着
や
植
生
の

改
善
ま
で
時
間

は
か
か
り
ま
す

が
、
草
地
を
そ

の
ま
ま
使
用
し

な
が
ら
改
善
で

き
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
︵
写
真

２
︶。

2　
表
層
撹
拌
法

表
層
撹
拌
に
は
、
ロ
ー
タ
リ
ー
耕

等
も
あ
り
ま
す
が
、
今
回
は
重
デ
ス

ク
ハ
ロ
ー
を
使
っ
た
釧
路
市
音
別
町

の
事
例
を
紹
介
し
ま
す
。

事
例
１　

放
牧
地
施
工

傾
斜
地
の
た
め
除
草
剤
を
散
布
し

な
い
で
、
重
デ
ス
ク
ハ
ロ
ー
を
数
回

か
け
、
ロ
ー
ラ
ー
で
鎮
圧
後
ブ
ロ
ー

ド
キ
ャ
ス
タ
ー
で
播
種
し
再
度
ロ
ー

ラ
ー
で
鎮
圧
し
ま
し
た
︵
写
真
３
・

４
︶。

事
例
２　

採
草
地

除
草
剤
で
枯
殺
処
理
し
た
後
、
デ

ス
ク
ハ
ロ
ー
を
数
回
か
け
て
、
ロ
ー

ラ
ー
鎮
圧
後
ブ
ロ
ー
ド
キ
ャ
ス
タ
ー

で
播
種
し
、
ロ
ー
ラ
ー
鎮
圧
し
ま
し

た
︵
写
真
５
︶。

皆
さ
ん
も
取
組
ん
で
み
ま
せ
ん

か
？
詳
細
は
普
及
セ
ン
タ
ー
ま
で
。

︵
平
成
二
十
九
年
四
月
作
成
︶

写真１　作溝播種機の調整作業

写真２　作った溝から発芽

写真４　播種年秋の様子写真５　採草地デスク更新

写真３　放牧地での施工

表１　工法別発芽個体数（本/㎡）

作　溝 プラウ

1,170 2,403

（沖田ら2010）
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10 辞　令　発　令 �（平成29年6月1日付）
　 氏 　 　 名 　 新 所 属 旧 所 属
石　動　　　稔 金融共済部 部長 管 理 部 部長兼監査室室長補佐

兼融資審査課長

金　森　重　彰 管 理 部 部長兼監査室室長補佐
兼融資審査課長 金融共済部 部長

田　中　郁　尚 営 農 部 営農相談課長 本所営農部 営農課長

増　川　純　仁 営 農 部 農業振興課長 幌 呂 支 所 営農課長

鈴　木　郁　也 営 農 部 営農相談課営農相談係長 幌 呂 支 所 営農課営農係長

鈴　木　英　智 営 農 部 農業振興課農業振興・支援係長 本所営農部 営農課営農係長

北　川　和　美 営 農 部 農業振興課農業振興・支援係 幌 呂 支 所 営農課営農係兼家畜改良係

山　本　晃　平 営 農 部 農業振興課農業振興・支援係 本所営農部 営農課営農係

行　田　　　望 営 農 部 営農相談課営農相談係 本所営農部 営農課営農係

西　塚　悠　人 営 農 部 営農相談課営農相談係 本所営農部 営農課営農係

鈴　木　久美子 金融共済部 金融課金融係 幌 呂 支 所 金融共済課金融係兼総務係

不　藤　佑希菜 金融共済部 金融課金融係 幌 呂 支 所 金融共済課金融共済係

小　田　綾　香 営 農 部 農業振興課哺育育成センター係　正職員 本所営農部 営農課哺育育成センター係　準職員

安　藤　隆　幸 畜産生産部 部長兼牧場課長兼幌呂支所長 幌 呂 支 所 支所長兼牧場課長

吉　田　　　剛 畜産生産部 家畜改良課長 幌 呂 支 所 家畜改良課長

位　下　光　広 畜産生産部 販売課長兼白糠支所販売課長 本所営農部 販売課長兼白糠支所販売課長

菅　田　喜　之 畜産生産部 家畜改良課家畜改良係長 幌 呂 支 所 家畜改良課家畜改良係長

神　谷　　　治 畜産生産部 販売課販売係長 本所営農部 販売課販売係長

村　上　　　弥 畜産生産部 牧場課幌呂育成牧場調査役 幌 呂 支 所 牧場課幌呂育成牧場調査役

佐々木　直　敬 畜産生産部 家畜改良課家畜改良係 幌 呂 支 所 家畜改良課家畜改良係

行　田　祐　市 畜産生産部 家畜改良課家畜改良係 幌 呂 支 所 家畜改良課家畜改良係

南　條　正　貴 畜産生産部 家畜改良課家畜改良係 幌 呂 支 所 家畜改良課家畜改良係

井　上　　　望 畜産生産部 家畜改良課家畜改良係 幌 呂 支 所 家畜改良課家畜改良係

大　野　夏　織 畜産生産部 家畜改良課家畜改良係 幌 呂 支 所 家畜改良課家畜改良係

辻　田　泰　貴 畜産生産部 家畜改良課家畜改良係 幌 呂 支 所 家畜改良課家畜改良係

野々村　峻　彦 畜産生産部 販売課販売係 本所営農部 販売課販売係

若　狹　就　杜 畜産生産部 販売課販売係 本所営農部 販売課販売係

佐　藤　はるみ 畜産生産部 販売課販売係 本所営農部 販売課販売係

松　原　洋　子 幌 呂 支 所 金融共済課金融共済係兼総務係 本所金融共済部 金融課金融係

金　森　彰　美 幌 呂 支 所 金融共済課金融共済係 白 糠 支 所 金融共済課金融係

山　岸　教　平 畜産生産部 牧場課幌呂育成牧場係 幌 呂 支 所 牧場課幌呂育成牧場係

田　中　正　則 畜産生産部 牧場課幌呂育成牧場係　正職員 幌 呂 支 所 牧場課幌呂育成牧場係　準職員

佐　藤　千　鶴 白 糠 支 所 営農課営農係兼販売課販売係
兼家畜改良課家畜改良係 白 糠 支 所 営農課営農係

兼家畜改良課家畜改良係

手　塚　　　恵 白 糠 支 所 金融共済課金融共済係 音 別 支 所 金融共済課金融係兼総務係

八　木　優　紀 白 糠 支 所 金融共済課金融共済係 本所金融共済部 金融課金融係

寺　澤　順　子 白 糠 支 所 購買課白糠給油所係　正職員 白 糠 支 所 購買課白糠給油所係　準職員

北　村　千　春 音 別 支 所 金融共済課金融共済係兼総務係 白 糠 支 所 金融共済課金融係
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■平成29年度 　生乳生産実績（4月）
月計乳量（kg） 4月前年比（％） 累計乳量（kg） 累計前年比（％）

ＪＡくしろ丹頂 8,149,907.9 95.0 8,149,907.9 95.0
鶴 居 地 区 2,864,205.2 99.6 2,864,205.2 99.6
幌 呂 地 区 2,194,595.8 95.8 2,194,595.8 95.8
白 糠 地 区 1,688,150.2 94.4 1,688,150.2 94.4
音 別 地 区 1,402,956.7 86.7 1,402,956.7 86.7

管 内 計 43,226,645.6 96.2 43,226,645.6 96.2
（前年度管内計） 44,920,218.7 44,920,218.7

編 集 後 記
EDITOR’S�NOTE

□ これから夏へ向け、本格的な農作業シーズンが到来します。農作業事故で最も多
いのは、トラクターの操作中に起きる転倒や転落による事故と言われております。
日頃から農作業における安全のポイントを守り、家族や周りの人とも声を掛け合
い、地域全体で安全を呼びかけて参りましょう。

大 変 お 世 話 に な り ま し た 。
この度、平成29年４月30日をもちまして、釧路丹頂農業協同組合を定年退職いた

しました。
平成９年３月１日、旧幌呂農協に入組以来20年２ヶ月にわたり勤めることが出来

ましたのも、公私にわたる皆様のご指導、ご支援の賜と心から感謝いたしておりま
す。私は、農協合併後も新幌呂育成牧場業務に携わり、組合員の皆様、地域の皆様
とのふれあいの中から多くの事を学ばせていただきました。

最後に皆様のご健勝とご多幸をご祈念申し上げ、退職の挨拶といたします。長い
間お世話になり、ありがとうございました。

（本職員は引き続き、幌呂支所に準職員として勤務しています。）

上 野 三 郎
幌呂支所牧場課
幌呂育成牧場係

理　事　会　報　告
４月臨時理事会　平成29年4月19日（水）
報告事項　�
１．㈱ジェイエーコムズにかかる監事監査報告について
付議事項　�
議案第１号　�全中監査（ＪＡ全国監査機構監査）の結

果について
議案第２号　�平成2８年度（決算）にかかる監事監査の

結果について
議案第３号　�平成2８年度（第11年度）貸借対照表、損益

計算書および注記表並びに全国監査機構の
監査および監事の監査報告の承認について

議案第４号　�平成2８年度（第11年度）事業報告、剰余
金処分案の承認について

議案第５号　理事と組合との契約承認について
議案第６号　不良債権の処理方針について

議案第７号　�一般社団法人釧路市音別町農業振興公社
の役員推薦について

議案第８号　諸規程等の制定について
議案第９号　諸規程等の一部変更について
議案第10号　�特定組合員に係る特別運用基準の対象組

合員について
議案第11号　�平成29年度 経営定期点検実施計画書の

策定について
　※以上全件原案通り承認されました。
その他協議事項　�
１．機構改革に向けた組織機構の取進めについて
２．今後の金融事業の方向性について
３．�「平成３0年度 酪農畜産政策・価格対策」に係る�
ＪＡ意見の集約について

４．当面の業務日程について

４月定例理事会　平成29年4月26日（水）
報告事項　�
１．専決事項及び諸会議について
２．各委員会・諸会議等について
３．３月末財務状況について
４．事業の実施処理状況について
５．�子会社の決算状況および監事の監査報告について
（㈱ジェイエーコムズ）

付議事項　�
議案第１号　�ＪＡ全国監査機構　平成2８年度 期末監査

の改善指示書に対する回答について

議案第２号　�回転出資金の出資への振り向けについて
議案第３号　融資の承認について
議案第４号　定款の一部変更について
議案第５号　�子会社の平成29年度 事業計画の策定に

ついて
　※以上全件原案通り承認されました。
その他協議事項　�
１．春季地区別懇談会における意見・要望等について
２．合併10周年記念に伴う功労者表彰について
３．当面の業務日程について


